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Cl) Kripke, Naming and Necessity, 79. h. 3.以下、引用はHarvard版による。
(2)0p. cit. 50. 























し、。 Cf.”Frege’sDistinction between Sense and Reference”，”The Social Character 
of Meaning”in Dummett 0978），”Existence”in Dummett 0993), etc. 
(5)Naming and Necessity, 89. 
(6)0p. ci ι87. n. 37., Cf. Donnellan 0966). 
(7）黒田、 54.
(B)Naming and Necessity, 85. n. 36. 
(9)Kripke 0977), 259. 
OO)Op. cit. 256. 
(11)フレーゲの「意義」が確定記述に限定されないことについては、 Cf. Dummett , 
”Frege’s Distinction between Sense and Reference”in Dummett 0978), 128., 
Dummett 0973), 110-111. 
02）フレーゲの「意義」の客観性については、様々な問題点がある。フレーゲ自身はその
客観性を認めているが（”。herSinn und Bedeutung”in Frege Cl), S. 27.）、同時に、
意義がイ固人方言に従って「揺らき，・J(Schwankung）を持つことを述べていることは周知であ





Social Character of Meaning”in Dummett 0978), 424-426. 











C15)Naming and Necessity, 137-139. 
(16）”Possibility and Necessity”(1980) in Putnam 0983), 46-68.以下、パトナムの
論文に関しては、論文集の出版年だけではなく、初出の年代も記す。
(17）”Is Water Necessarily H20？”(1989) in Putnam (1990), 54 79. 
Cl8)0p. cit. 65. 
(19）”Reference and Truth”0980) in Putnam (1983), 69 86. 
(20)Putnam 0981), 46-47. 
(21)”Why There Isn't a Ready-Made World”0982) in Putnam 0983), 205 228. 







しての言語活動に不可欠として評価している。 Cf.”TheSocial Character of Meaning” 
in Dummett 0978). 
(25）ダメットがパトナムの指示理論を補足しようとするのは、このような観点点、らである。
Cf. op. cit. 427-430. 
(26)Cf.”The Meaning of 'Meaning’” in Putnam 0975). 
(27)Cf. op. cit. 241., cf. also Putnam 0988), 34-35. 
（付記1)藤田晋吾先生には、論文の草稿に目を通していただき、誤訳の御指摘等を頂きま
した。ここに記して感謝の意を表します。
（付記2）本論文脱稿後、 Journalof Philosophy(1994,Sep）に掲載されたパトナムのデュー
イ記念講演を読み、 「内在的実在論」も彼にとっては本来的な立場の表明で・はなかったこ
とを知った。この点については、機会を改めて論じることとしたい。
（うえだ・とおる 筑波大学大学院哲学・思想研究科在学〉
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